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調査は、（株）中央調査社に委託してインターネット上の Web 調査で実施した。2014 年 3 月 20 日
から 26 日までの期間で、20 代から 60 代までの 5 つの年代のモニターを対象に、各年代に男性 50
名、女性 50 名を割り当て、合計 500 サンプルを回収した。質問項目は、大島（2008）における福岡
市での調査から社会関係資本に関連する項目と環境意識に関する項目を抜き出し、堀毛（2013）にお
けるサスティナブル心性尺度項目とサスティナブル行動尺度項目からの抜粋、および Kan, et al. 













諸国での調査結果では、シンガポール 78.2％、中国 88.7％、ベトナム 84.7％で、日本の低さが際立
った項目である。 
次に、6 項目の回答の数値（1～6）を得点化して因子分析を行い、主因子解から 1 因子とみなすこ
とが妥当かどうかの検討を行った。その結果、共通性は 0.30～0.48、因子負荷量は 0.54～0.69 とな
り、寄与率は 37.5％となった。また、信頼性係数（内的整合性）についてはα＝0.778 であったこと
から、総合的に見て 1 因子とみなせるものと判断し、6 項目の回答の平均値をコミュニティ意識の程







































    助けてくれると思いますか
5 18 193 94 101 89 4.07 1.24
(b) 自分たちの地域を暮らしやすくするためには、
    なによりも住民の努力が必要だと思いますか
31 96 276 49 38 10 2.99 1.01
(c) 次の世代のために、自分たちの住んでいるこの
    地域を良くしたいと思いますか
41 105 263 47 29 15 2.93 1.06
(d) 私は、知らない人が困っていたら、気軽に手助
    けをする方だ
29 78 216 115 44 18 3.24 1.11
(e) 世界中の人々は、民族や宗教の違いを超えて、
    互いに何らかの形で助け合っているものだ
34 79 230 95 34 28 3.20 1.17








も、用心するにこしたことはないと思いますか。」への回答と SC 得点 
 
 
次に、日常生活における近隣との付き合いの程度と SC 得点の関係を見たのが表 3 である。4 つの
選択肢における SC 得点に対して 1 要因の分散分析を行ったところ、有意な差が見られたので、さら
に多重比較（Tukey の HSD 検定）を行った結果が示されている。回答数の集計では「1」の選択数が
2.8％で、大島（2008）の福岡市調査における 12.3％よりかなり少なくなっている。「1」の選択率の
国際比較では、シンガポール 32.2％、中国 45.6％、ベトナム 68.7％であり、アジア諸国よりはるか
に少なく、福岡市調査でも日本の近所付き合いの浅さが際立っていたが、今回の調査ではさらに際立
つ結果となった。「2」の選択率も福岡市調査の 39.3％に対して 24.0％と少なく、一方で「3」の選択
率が福岡市調査では 38.5％であったのに対して今回の調査では 54.2％、「4」の選択率は同様に 9.8％







るものを１つだけ選んでください。」への回答と SC 得点 
 
***：0.1%有意 
選択肢 人数 SC得点 t検定
1. 信頼できる 156 2.99
2. 用心するにこしたことはない 344 3.48
t (498)=6.84, p <.001
選択肢 人数 SC得点 分散分析 多重比較
1. 互いに相談をしたり、日用品の貸し借りを
    するなど、生活面で協力し合っている
14 2.33
2. 日常的に立ち話をする程度の付き合いを
    している
120 2.81
3. あいさつ程度の付き合いしかしていない 271 3.39














件と考えられることから、この結果も SC 得点の妥当性を支持するものと言えよう。 
 
表 4．「あなたは、これからもずっとこの地域に住み続けたいと思いますか、それともいつか引っ越そ





得点の関連を調べたのが表 5 と表 6 である。「幸福感」も「生活満足度」も、SC 得点との相関が有意











回答と SC 得点 
 
選択肢 人数 SC得点 t検定
1. ずっとこの地域に住み続けたいと思う 322 3.21
2. いつか引っ越そうと思う 178 3.54
t (498)=4.56, p <.001
選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
 1. とても幸せ 19 2.76
 2. かなり幸せ 85 2.99
 3. どちらかといえば幸せ 278 3.27
 4. どちらかといえば幸せでない 50 3.65
 5. あまり幸せでない 40 3.66













表 6．「あなたは今の生活にどの程度満足していますか。」への回答と SC 得点 
 
 




being を構成する主要素とみなされている（Diener, 1984）。主観的 well-being の概念や測定尺度に
ついては、現在でもさまざまな議論がなされているが、堀毛（2012）はそれらを概観した上で、環
境問題への意識や行動との関連を実証的に検討している。本調査結果は、コミュニティ意識と主観
的 well-being の間にも、何らかの関連があることを示唆しているのではないかと考えられる。 
 
(4) 環境問題への態度とコミュニティ意識 
表 8 と表 9 は、環境保護の重要性に関する質問への回答と、環境汚染が健康に及ぼす影響に関する
質問への回答が、SC 得点とどのように関係するかを見たものである。表 8 より、環境保護の重要性
認識と SC 得点の間の相関係数が 0.48 と高く、「重要でない」と回答した人々の SC 得点が顕著に高
いことがわかる。回答の 1～3 を「重要」、4～6 を「重要でない」として集計し、SC 得点の平均を比
較したところ、「重要」と回答した人の SC 得点が有意に低かった。また表 9 より、「環境汚染の健康
への影響」についての質問に対する回答においても、SC 得点との相関が有意に高く、「影響がある」
と回答した人の SC 得点が、「影響はない」と回答した人の SC 得点より有意に低かった。すなわち、
コミュニティ意識の高い人々の方が、コミュニティ意識の低い人々よりも、環境保護の重要性を強く
認識しており、また環境汚染の健康への影響に対する危機感が強いことが示唆された。 
 一方、自身の居住地の自然環境に対する評価とコミュニティ意識との関係を調べたのが表 10 であ
る。環境の評価と SC 得点の相関係数は約 0.3 と有意で、1～3 を「良い」、4～6 を「悪い」として集 
選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
 1. とても満足 11 2.56
 2. かなり満足 70 3.08
 3. どちらかといえば満足 214 3.22
 4. どちらかといえば不満 113 3.42
 5. かなり不満 54 3.53









選択肢 人数 SC得点 t検定
1. 十分にものがなければ幸せな生活は送れない 165 3.57
2. 十分にものがなくても幸せな生活は送れる 335 3.20
t (498)=5.00, p <.001
環境問題とコミュニティ意識 
157 
計し、SC 得点の平均を比較したところ、「良い」と回答した人の SC 得点の方が「悪い」と回答した












表 10．「あなたの住んでいる地域の自然環境の状態についてどう思いますか」への回答と SC 得点 
 
 
選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
1. とても重要である 52 2.821
2. かなり重要である 114 2.977
3. どちらかといえば重要である 262 3.361
4. どちらかといえば重要でない 48 3.941
5. あまり重要ではない 13 4.397









選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
1. とても影響がある 44 3.011
2. かなり影響がある 107 3.030
3. どちらかといえば影響がある 222 3.354
4. どちらかといえば影響はない 90 3.433
5. あまり影響はない 25 3.960









選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
1. とても良い 29 3.09
2. かなり良い 83 2.97
3. どちらかといえば良い 270 3.29
4. どちらかといえば悪い 103 3.68
5. かなり悪い 13 3.82





















ニティ意識との関係を調べた。表 11 は値段の高いものでも購入するかどうか、表 12 は生活が不便に
なってもよいか、表 13 は経済発展が遅れてもよいかという質問に対する回答である。表 11 より、購
買意図と SC 得点の間にかなり高い相関が見られ、また値段の高い品物でも「買おうと思う」人の SC
得点が、「買いたくない」人の SC 得点よりも有意に低いことが示されている。表 12 では、「生活が
不便になっても地球環境を守る努力をすべき」を選択した人の方が、「生活をより便利にすべき」を
選択した人よりも SC 得点が有意に低い。表 13 では、「経済発展が遅れても自然を残すべき」を選択
した人の方が、「自然が多少破壊されても経済を発展させるべき」を選択した人よりも SC 得点が有 
 





どちらに近いですか」への回答と SC 得点 
 
選択肢 人数 SC得点 相関 SC得点 t検定
1. すすんで買おうと思う 5 2.77
2. ある程度は買おうと思う 59 2.81
3. どちらかといえば買おうと思う 195 3.12
4. どちらかといえば買いたくない 167 3.43
5. あまり買いたくない 47 3.89









選択肢 人数 SC得点 t検定
1. 自分たちの生活が今より不便になっても、地球環境を
    守るためにひとりひとりが努力するべきだ
352 3.17











の関連を調べた。取り上げた行動は、表 14 に示す 14 項目である。表 13 には、それぞれの行動につ
いて、「いつもやっている」、「ときどきやる」、「たまにしかやらない」、「やっていない」の 4 件法で
回答を求めた結果の度数分布と、選択肢ごとの SC 得点の平均が示されている。 
選択肢の間で SC 得点に差があるかどうかを調べるために分散分析を行い、有意差が見られた場合
には Tukey の HSD 検定による多重比較を行った。結果を見ると、「使わない時に電気器具のコンセ
ントを抜く」、「テレビを見ていない時にはいつも消す」、「自家用車やタクシーに乗らずに公共交通機


















選択肢 人数 SC得点 t検定
1. 子孫のためには、経済発展が多少遅れても、
    今ある自然をできるだけ残すべきだ
425 3.24
2. 子孫のためには、自然が多少破壊されても、














*：5％有意 **：1％有意 ***：0.1%有意 
 
人数 SC得点 人数 SC得点 人数 SC得点 人数 SC得点



































































































表 15．SC 得点と「サスティナブル心性」の下位尺度の間の相関 
 
 











 SC 得点の平均を性別と年代ごとに求め、さらに 2 要因の分散分析を行った結果が表 17 である。
交互作用は有意でなく、性別についても有意差が見られなかった。一方、年代の主効果は有意で、多
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SC得点 .652 .552 .079 .479









表 17．年代・性別と SC 得点 
 






















男性 女性 平均 男女主効果 交互作用 年代主効果 多重比較
1. 20代 3.52 3.62 3.57
2. 30代 3.52 3.38 3.45
3. 40代 3.37 3.39 3.38
4. 50代 3.38 3.17 3.27
5. 60代 3.00 2.91 2.96
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Environmental issues and the sense of community:  





Environmental issues have the structure of social dilemmas, where people’s individual 
rational behavior of seeking comfortable and convenient life conflicts with the protection of 
environment. Putnam (2000) argued that a possible solution to the social dilemmas is provided by 
fostering social capital, which is defined as “the features of social organizations such as trust, 
norms, and networks.” However, it is still unclear how to measure the social capital as a whole 
because social capital is a multi-faceted concept. So we focused on the “sense of community” as a 
psychological aspect of social capital, and conducted a Web survey of 76 questionnaire items in 
order to see how the sense of community is related to the environmental awareness. An average 
of the answers to the 6 questions, called SC score, was used as an index of the sense of community. 
We found that the SC score was strongly related to recognition of the importance of environmental 
protection and concern about environmental pollution. The SC score was also related to the 
intention and execution of pro-environmental behavior. These results suggest that the studies on 
social capital will provide insights into the environmental issues. Moreover, since the SC score 
showed strong correlations with feeling of happiness and life satisfaction, relationship between 
social capital and subjective well-being was discussed. 
 
Keywords: environmental issue, sense of community, social capital, pro-environmental behavior,  
subjective well-being 
  
